




























李修文 『泣きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端 （高屋）　（17）
　宣伝文句にある村上春樹を想起させる要素は、実際にはほとんど認められな
い6）。あえて言うならば、筋立てに若干の類似が認められる程度である。村上









の読み替えは、単に 『泣きぼくろ』 という 1篇の小説に止まらない問題を抱え
ている。







































































































李修文 『泣きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端 （高屋）　（21）

























































李修文 『泣きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端 （高屋）　（23）








































た。 （中略） “あなたのすごさを見せてもらったわね。You に I は降参よ。”突
然、彼女は泣き出した。泣きながら僕に言った。“私に一生繋がれているっ
てあなた言ったわよね。忘れないでよ！” （p104～ 105）




う意味での SM 的な関係。それは他にも例えば、扣子に話をせがまれた 「僕」
が彼女好みだろうと考えて語る話が、谷崎潤一郎の 『春琴抄』 等12） であるこ





























































































































































3）　『綑綁上天堂』 （中国人民文学出版社、2003年 1月）。第 2作では村上春樹に酷似
との宣伝文句が消えるが、「愛と死のシリーズ 3部作」 第 2作と位置づけること
で、第 1 作 『泣きぼくろ』 の延長線上にあることを読み手に印象付けようとし
ている。なお第 3作は本稿執筆時点で未刊である。











股知史編著 『村上春樹 （日本文学研究論文集成 46）』 （若草書房、1998 年 1 月）、
栗坪良樹・柘植光彦編著 『村上春樹スタディーズ』 01～ 05 （若草書房、1999年
6～ 12月） 等がある。
7）　原文は追求沈淪。ちなみに中国の村上ファンブック、蘇静・江江編著 『嗨 , 村上















ての文学」 （『東京大学文学部中国語中国文学研究室紀要』 5 号、2002 年 8 月）・
「ポスト鄧小平時代の文学における“絶対村上”と“反日”の情念」 （『すばる』
27巻 8号、集英社、2005年 8月） 等がある。
李修文 『泣きぼくろ』 に見る村上春樹受容の一端 （高屋）　（31）
11）　本稿で言う SM 的関係は、一般的な意味での SM の関係や思考様式とは異なっ
ており、「SM 的」 と称する所以である。紙幅の関係で本稿では論じることがで




る。ちなみに朱大可・張胼主編、高屋亜希・千田大介監訳 『Chinese Culture 
Review ―中国文化総覧』 vol. 2 （好文出版、2005年 10月） 「同人志」 の項目では、
“AV・女優・案内人・援助交際”など“肉欲的ニュアンス”をともなう日本語が
現代中国語に輸入されているとの記述がある。尚、野崎歓 『香港映画の街角』 （青














14）　海力洪 「充盈之美――読李修文長編小説《滴泪痣》」 （『南方文壇』、2002年 3月）
でも、『滴泪痣』 が“成長小説”であると指摘されている。海力洪は更に 『ノル




15）　注 （6） 木股知史前掲書所収論文 「手記としての 『ノルウェイの森』」 参照のこ
と。
　　本論文は日本学術振興会科学研究費・若手研究 （B） 「21世紀中国大衆消費社会に
おける文学現象の研究」 （2005 年度　課題番号 17720073、研究代表者：高屋亜
希） による成果の一部である。
